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ERP導⼊プロジェクトリスク低減⽀援
基幹システム更新の顧客と導⼊ベンダーの意識の違い

重要な課題を発⽣させない為の対応が難しい

企業変⾰(DX)が求められる中、基幹システムの更新プロジェクトが進んでいる。過去の基幹システム
更新より更にシステム化され複雑化していることや、前回更新を経験した顧客側の知⾒者が
既にいない状況などがありプロジェクトの難易度が上がっている。また、導⼊ベンダー側も難易度が⾼い
プロジェクトには必ずリスクヘッジする。その為、そこに理解の差が⽣まれ、それがプロジェクト実施後に重要
な課題に発展することが多い。

重要な課題を発⽣させないようにする為には、顧客⾃⾝がプロジェクトの実効性を判断しリスクを抽
出し適切に対応すれば良いのですが、業務実現や機能実現と期間/コストに意識が集中していること
や、プロジェクトを推進したい強い思いに導⼊ベンダーも同調する傾向にあり、プロジェクト当事者は、
冷静にプロジェクトの実効性を判断できない状況になりやすい。

Solution Overview: QUNIE エンタープライズソリューション

背景

顧客が前提条件を守れない事象を
発⽣

プロジェクト実施中に良く発⽣する問題点

次フェーズ以降で
遅延が明らかに

結果としてコスト
超過に

プロジェクト開始前

顧客の
理解

導⼊
ベンダー
の理解

RFPの内容を実施できるこ
とや予算内に収まることが
優先され前提条件の認識

が⽢い

RFPの内容を
実施することや予算内での
実施には前提条件を守っ
てもらう必要あり

プロジェクトコストを⾚字に
しないようにする

ベンダー側は利益確保の為
遅延傾向でも要員の投⼊をしない

ベンダー側は難易度⾼いものを
先送りし、簡単なものを実施し遅延

が⾒えにくい状況にする

計画時に⼗分に検討していない
領域で⼯数超過傾向に

プロジェクト実施中

RFP

ベンダー
提案

ü 無理な要求がないか

ü RFPの無理な要求の
対応や回避策

ü ベンダーにとって不利な
部分の回避

ü ベンダー事情による制約

顧客側で
実施すべきこと

プロジェクトの実効性をRFP内容と
ベンダー提案のどちらも精査する

プロジェクトを推進させたいという意識か
ら業務実現や機能実現と期間/コスト
に集中し、ベンダーができると回答すると
冷静に実効性を⾒ることが難しい

顧客側の実施に
対する障壁

週次
進捗資料

群

顧客側で実施すべき内容

【以下が受け⼊れられるか判断】

顧客側で
実施すべきこと

主要なプロジェクトリスクを理解し、
継続監視しながら適切に対応する

ベンダーに不都合なリスクや課題はなる
べく表化しない。プロジェクトを推進させ
たいという意識からプロジェクトの初期段
階は楽観的に捉える傾向がある

顧客側の実施に
対する障壁

ü ⾒かけ上オンスケにする傾向
の中で適切に進捗を理解

リスク内容 ü 実効性に重要なもの
記載し、適切な対応や監視

顧客側で実施すべき内容
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実効性の⾼い
プロジェクトの実現

多くのERP導⼊プロジェクト経験から得たプロジェクトの実効性を阻害要因(リス
ク)を早期に抽出するナレッジがあります。これらのリスク低減の必要性について
議論し低減の可能性を探り現実的な対策を作成。

低コストでの⽀援
プロジェクト理解後は、プロジェクト開始後の対応は0.3〜0.5⼈⽉程度で本⽀
援活動を実施。プロジェクトの負担を最⼩限にして本サービスを実⾏する。

ベンターや顧客の意識を理解
プロジェクトを推進する前提で、なるべく現在のプロジェクト進⾏に妨げならないよ
うにベンターや顧客側の置かれた状況を考慮しながら、実現性の⾼いリスク対策
を検討できる。

Why QUNIE ?

基幹システム導⼊プロジェクトの推進を前提とし、プロジェクトを成功させる為に、第三者視点で早期
にリスク抽出し、実現性の⾼いリスク低減策を打てることです。

ERP導⼊プロジェクトリスク低減⽀援
第三者として、ERP導⼊プロジェクトリスク低減⽀援する。プロジェクト開始前は、RFPとベンダー提案から
リスクになるギャップを発⾒し、それらのリスク低減対策を検討し対処する。プロジェクト開始後は、主要リ
スクを週次の進捗会議を利⽤して監視し、対策が必要と判断した場合は適時対応する。また、⽉次で
次フェーズ開始状態を想定し、リスクとして加えるべきものがあるかを判断し、早期にプロジェクトリスク低減
に努める。

プロジェクト開始前 プロジェクト実施中

RFP

ベンダー
提案

想定リスク抽出

• RFPから抽出したリスクのベン
ダー提案が妥当か判断

• ベンダー提案のリスク抽出し関
係者への確認

週次
進捗資料
群

• 想定主要リスクが発⽣する
傾向か

• リスク対応策の効果が
出ているか

• 想定主要リスクの重⼤度を検
知する為の対応状況の把握

• 進捗報告から新たなリスクが発
⽣する兆候を⾒極める

主要リスク

リスクが現在どのように変化しているか
現状から、⽉次で次フェーズ開始時
を想定し、早期にリスク抽出し

対応策を検討

RFPとベンダー提案
ギャップを抽出し、

リスク低減の為の対策実施
リスク報告書 リスク⽉次報告書


